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12月号 目　次

町の位置（役場） 北緯 34度51分　東経 135度51分　海抜 118メートル
町の面積　　 58.26平方キロメートル
人のうごき　　人口 9,934人（－6）　男 4,939人（+3）　女 4,995人（－9）
　　　　　　　　　出生 9人　 死亡 6人　 転入 28人　 転出 37人
　　　　　　　　　世帯数 3,441世帯（－6）
　　　　　　　　　※平成23年11月１日現在の数値。　（　）内は前月との比較。

　

毎
年
、
宇
治
田
原
小
学
校
の

３
年
生
以
上
を
対
象
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
の
事
業
。
他
国
の
人

と
交
流
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

日
本
と
は
異
な
る
文
化
・
生
活

を
知
り
世
界
を
学
ぶ
。
そ
し
て

基
礎
的
な
人
権
意
識
を
培
う
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
中
華
人
民
共
和
国
を
は

じ
め
、
大
韓
民
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
６
か
国
、
８
名
の

府
内
に
留
学
中
の
友
好
大

使
を
招
い
て
交
流
。
子
ど

も
達
は
、外
国
の
食
べ
物
、

遊
び
な
ど
に
興
味
津
々
。

大
使
を
囲
ん
で
楽
し
く
異

国
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
体
育
館
に
集

ま
っ
た
子
ど
も
達
か
ら
拍

手
で
迎
え
ら
れ
た
大
使
は
、

ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
自

己
紹
介
。
児
童

会
代
表
の
子
ど

も
達
か
ら
は
、

ま
ち
や
学
校
に

つ
い
て
の
紹
介

を
織
り
交
ぜ
た

歓
迎
の
挨
拶
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
各
教

室
に
分
か
れ
て

の
交
流
へ
。
教

室
で
は
、
黒
板

を
飾
り
付
け
、

友
好
大
使
を
囲
ん
で　
　
　

　
　
　

異
国
文
化
に
触
れ
る

上）中国の主食の饅
まん

頭
じゅう

を紹介する大使・梁永さん
右）民族衣装に身を包み自己紹介するウクライナ
出身の大使・シガルオレーナさん　下）５年２組
の子ども達から紙ふぶきで歓迎される梁永さん

　

町
内
の
小
学
校
で
は
、
中
国
雲
南
省
の
子
ど
も
達
と

お
茶
を
通
し
た
交
流
を
進
め
て
い
ま
す
。
11
月
11
日
に

宇
治
田
原
小
学
校
（
＝
増
田
千
秋
校
長
・
児
童
数
３
０

５
名
）
で
は
、
京
都
府
名
誉
友
好
大
使
を
招
い
て
世
界

を
学
ぶ
交
流
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

合
唱
や
た
て
笛
の
合
奏
な
ど
で

精
一
杯
の
お
も
て
な
し
。
こ
れ

に
対
し
て
友
好
大
使
は
、
お
礼

の
気
持
ち
を
込
め
て
、
出
身
国

の
こ
と
を
電
子
黒
板
に
写
真
な

ど
を
写
し
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

５
年
２
組
の
子
ど
も
達
は
、

中
国
河
南
省
出
身
の
梁

リ
ョ
ウ

永エ
イ

さ
ん

と
交
流
。
梁
永
さ
ん
は
、
有
名

な
俳
優
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
チ
ェ
ン
と

ジ
ェ
ッ
ト
リ
ー
の
写
真
を
見
せ

な
が
ら
、
自
身
も
子
ど
も
の
こ

ろ
習
っ
て
い
た
と
い
う
少
林
カ

ン
フ
ー
を
紹
介
。
１
５
０
０
年

の
歴
史
が
あ
り
、
中
国
で
は
ほ

と
ん
ど
の
人
が
し
て
い
る
と
い

い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ェ
ン
ズ
と

い
う
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
羽
の
よ

う
な
遊
び
道

具
を
持
参
。

昼
休
み
に
子

ど
も
達
は
、

梁
永
さ
ん
に

手
解
き
を
受

け
な
が
ら

チ
ェ
ン
ズ
に

挑
戦
し
ま
し

た
。

■問
宇
治
田
原

小
学
校
（
☎

８
８-

２
２

１
４
）

宇治田原小で国際交流

特集　忘れなくてもやってくる災害に備える…Ｐ２
東南海・南海地震を想定し消防防災訓練

冬の節電 使用量の多い夕方にご協力を…Ｐ３
東日本大震災の被災地支援の取組　ほか

茶の里伝言板 ……………Ｐ４･５･６･７
都市計画マスタープラン（案）へのご意見を募集します／
コラボスタイル 要約筆記サークル・グリーンティ／
職員の給与状況　ほか

今月の案内欄 …………Ｐ８･９･10･11
農地バンク登録制度／高校通学費補助／水道管にも冬支度／
年末年始のごみ・し尿収集／レベッカ先生と楽しくクリスマス／
モニター通信／元気のヒケツ　ほか

特集　「笑顔で振り返るこの１年」………………Ｐ12
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お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88－2034

い
つ
も

一
緒
に
ね
。

〔変動金利型〕標準金利

年　　　　　％
扌
〔変動金利型〕

最大軽減金利

〔変動金利型〕標準金利

年　　　　　％

〔変動金利型〕

最大軽減金利

忘
れ
て
な
く
て
も
や
っ
て
く
る
災
害
に
備
え
る

　
　
　
　
　
　

消
防
団
員
、
郷
之
口
住
民
ら
４
５
０
名

　東南海・南海地震 を想定し
　　　　消防防災訓練

　

11
月
６
日
（
日
）
に
郷
之
口
地
域
で
、

町
や
町
消
防
団
（
＝
桝
村
昌
弘
団
長
）、

消
防
団
郷
之
口
支
援
隊
（
＝
並
木
廣
隆
隊

長
）、
宇
治
田
原
分
署
、
郷
之
口
自
主
防

災
会
（
＝
潮
見
博
司
会
長
）
が
、
消
防
防

災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
30
年
間
で

発
生
確
率
が
高
い
と
さ
れ
る
「
東
南
海
地

震
」
と
「
南
海
地
震
」。
こ
れ
ら
が
同
時

に
発
生
し
た
と
の
想
定
の
訓
練
で
、
参
加

者
４
５
０
名
は
自
助
・
共
助
の
取
組
の
強

化
を
図
り
、大
規
模
災
害
に
備
え
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
関
係
機
関
の

連
携
に
よ
る
、
初
動
体
制

の
確
立
と
指
揮
系
統
の
充
実
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

午
前
９
時
25
分
、
震
度
５
弱
か

　
　

ら
５
強
の
地
震
が
発
生―

町
内
各
所
で
建
物
の
全
半
壊
や

道
路
の
寸
断
。
直
後
か
ら
建
物

や
末
山
・
く
つ
わ
池
自
然
公
園

付
近
の
山
林
が
火
災
に
。
負
傷

者
多
数―

と
の
想
定
で
訓
練
が

開
始
。
震
度
５
弱
以
上
の
地
震

発
生
で
参
集
す
る
初
動
班
の
町

職
員
が
、
情
報
収
集
し
て
き
た

被
害
状
況
を
災
害
対
策
本
部
に

報
告
。
集
め
ら
れ
た
情
報
に
よ

り
、
郷
之
口
地
域
に
避
難
勧
告

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
を
合

図
に
、郷
之
口
地
域
の
住
民
は
、

広
域
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て

い
る
田
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

へ
班
ご
と
に
避
難
し
ま
し
た
。

参
集
を
終
え
た
住
民
は
、
土
の

う
づ
く
り
や
初
期
消
火
訓
練
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

田
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
こ
の
ほ
か
、
救
護
所
運

営
訓
練
や
建
物
火
災
訓
練
な
ど

も
実
施
。
救
護
所
運
営
訓
練
で

は
、
災
害
時
に
医
療
従
事
者
が

行
う
「
ト
リ
ア
ー
ジ
（
優
先
度
判

断
）」
が
行
わ
れ
、
運
ば
れ
て

く
る
傷
病
者
を
重
症
度
と
緊
急

性
に
よ
っ
て
、
色
分
け
し
て
分

類
。建
物
火
災
想
定
訓
練
で
は
、

消
防
団
支
援

隊
が
ホ
ー
ス

を
延
ば
し
初

期
消
火
。
消

防
団
が
そ
れ

を
引
き
継
ぎ
、

消
火
活
動
の

連
携
を
確
認

し
ま
し
た
。

一
方
、
く
つ
わ
池
自
然
公
園

付
近
で
は
消
防
団
が
、
森

林
火
災
を
想
定
し
た
放
水
訓
練

を
展
開
。
消
防
団
本
部
役
員
の

指
示
で
現
場
へ
急
行
し
た
団
員

は
、
宇
治
田
原
浄
化
セ
ン
タ
ー

付
近
の
田
原
川
か
ら
取
水
。
８

支
部
で
ホ
ー
ス
約
40
本
を
使
っ

て
、高
低
差
90
ｍ
・

距
離
７
０
０
ｍ
先

の
火
点
へ
向
け
て
放
水
し
ま
し

た
。閉

会
式
で
は
、
奥
田
町
長
が
、

「
今
年
は
３
月
11
日
の
東
日

本
大
震
災
を
は
じ
め
、
災
害
の

多
い
年
。
本
町
で
も
７
月
に
時

間
雨
量
１
０
０
㍉
を
超
え
る
豪

雨
が
あ
っ
た
。
も
う
少
し
雨
が

続
い
て
い
れ
ば
土
砂
崩
れ
な
ど

が
発
生
し
た
危
険
性
が
あ
っ
た
。

全
戸
配
布
し
て
い
る
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
日
頃
か
ら
避
難
経
路

を
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

大
災
害
時
ほ
ど
、
行
政
の
対
応

に
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
ま
ず

は
自
分
で
逃
げ
る
、
自
助
。
そ

し
て
隣
近
所
で
助
け
合
う
、
共

助
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
こ

う
い
っ
た
訓
練
を
定
期
的
に
行

う
こ
と
で
防
災
意
識
を
高
め
て

ほ
し
い
」
と
講
評
。
潮
見
会
長

は
、「
今
後
も
、
訓
練
を
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
で
反
省
点
を

見
つ
け
、
改
善
を
図
っ
て
い
き

た
い
。
災
害
は
忘
れ
な
く
て
も

4

4

4

4

4

4

や
っ
て
く
る
。
昨
今
、
大
災
害

が
続
い
て
お
り
、
い
つ
起
こ
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
。
そ
の
と

き
に
は
、
今
日
の
訓
練
を
活
か

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
防
災

へ
の
意
識
付
け
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
桝
村
団
長
は
、「
い
ざ

と
い
う
と
き
に
、
関
係
機
関
が

連
携
し
て
防
災
活
動
が
で
き
る

よ
う
、
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
今

後
も
実
施
し
て
い
き
た
い
」
と

気
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

■問
総
務
課
（
☎
８
８-

６
６
３
１
）

①
災
害
対
策
本
部
に
被
害
状
況
を
報

告
す
る
初
動
班
②
避
難
を
報
告
。
確

認
す
る
自
主
防
災
会
③
避
難
状
況
を

対
策
本
部
に
報
告
す
る
潮
見
会
長

④避難者を重症・緊急度合いで４色のシートに分類す
る救護所運営訓練⑤ポンプで中継してホースを延ばす
⑥距離700ｍ高さ90ｍまでポンプアップして放水

⑦煙体験⑧チェーンブロックを使って障害物
を取り除く⑨初期消火にあたる支援隊員⑩土
のう作り⑪団員の指導により消火栓より放水

①

②

③

④ ⑤

⑥

⑨

⑦

⑧

⑩

⑪
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毎週日曜日に新聞折込してます
快適住まいのリフォーム

パナソニックのリファインショップ

介護保険対象工事・太陽光発電・オー
ル電化・バリアフリー改修・省エネ
改修・耐震改修・火災報知機承ります。
ネットで検索
リファイン京田辺

京田辺
リファイン

京田辺市三山木西荒木６　お問合せ
通話料無料　0120（806）200へ

通院困難な方の『ご自宅』や『介護施設』まで
伺います。まずはお電話ください。

（休診）土：日：祝　　城陽市枇杷庄島の宮36－8

訪問歯科診療 のおしらせ

田坂歯科医院　TEL 0774－54－0281

　18歳未満の子どもさんのいる
ご家庭には、プレミアムカードを
役場福祉課へお申し出ください。

　地域のみなさんといっ
しょに、この町の人々を
応援します。

宇治田原町商業振興協同組合

　

冬
の
節
電

　

  　
ご
家
庭
で
は
、
使
用
量
の
多
い

　
　
　
　

夕
方
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

夏
に
引
き
続
き
冬
も
電
力
不

足
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
寒
く
な
る
に
つ
れ
電
力
の
使

用
量
が
多
く
な
り
、
電
力
不
足

の
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
の
節
電
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

冬
の
電
力
需
要
の
ピ
ー
ク
は
、

午
後
２
時
頃
に
な
る
夏
と
違
い
、

朝
か
ら
夜
に
か
け
て
長
く
な
だ

ら
か
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
の
電
力
需
要
は
、
帰
宅

す
る
夕
方
よ
り
増
え
始
め
ま
す

の
で
夕
方
の
節
電
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
ご
家
庭
で
は
、
概
ね

10
％
を
目
標
に
節
電
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、節
電
に
あ
た
っ
て
は
、

く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
ご
無
理
の

な
い
範
囲
で
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
９
）

東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
支
援

―

10
月
以
降
の
取
組―

　

被
災
地
で
は
、
今
も
な
お
復

興
に
向
け
て
精
一
杯
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
も
様
々
な
取
組
を
通

じ
て
被
災
地
へ
の
支
援
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ん
か
ら
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

ヒ
マ
ワ
リ
に
応
援
の

思
い
を
込
め
て　
　

　

町
中
山
間
ふ
る
さ
と
・
水
と

土
保
全
事
業
推
進
委
員
会
（
＝

今
西
峰
和
委
員
長
）
で
は
、
被

災
地
で
景
観
保
全
等
に
利
用
し

て
い
た
だ
こ
う
と
、
ヒ
マ
ワ
リ

の
種
を
募
集
。
町
内
外
か
ら
、

約
１
・
４
㎏
の
種
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
復
興
へ
の
願
い
を
込

め
た
こ
の
種
に
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
て
福
島
県
へ
送
ら
れ

東
北
農
産
物
を
販
売

し
て
被
災
地
を
応
援

　

東
日
本
被
災
地
応
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
行
委
員
会
（
＝
上
田
徳

蔵
会
長
／
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ

宇
治
田
原
町
支
店
運
営
協
議
会
・

町
商
工
会
・
町
森
林
組
合
・
町

で
構
成
）
で
は
、
被
災
地
の
農

産
物
を
販
売
し
て
支
援
し
よ
う

と
、
宇
治
田
原
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
で
「
東
北
農
産
物
フ
ェ
ア
」
を

開
催
。
販
売
し
た
福
島
産
の
ぶ

ど
う
や
な
し
、
り
ん
ご
の
売
上
金

と
寄
付
金
を
合
わ
せ
た
３
３
８
，

９
６
６
円
は
、
来
場
者
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

と
も
に
、
Ｊ
Ａ
全
農
福
島
を
通

じ
て
被
災
地
へ
送
ら
れ
ま
し
た
。

維
中
生
徒
会
、
体
育

大
会
で
も
支
援
募
金

　

発
災
直
後
の
募
金
活
動
や
被

災
地
の
学
校
へ
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
届
け
る
活
動
な
ど
を
行
っ

て
き
た
維
中
生
徒
会
。
体
育
大

会
で
、
２
回
目
と
な
る
募
金
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
集
ま
っ
た
２
８
，７
０
４

円
の
募
金
は
、
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
て
被
災
地
へ
送
ら
れ
ま

し
た
。義

援
金
受
付　
　

　

11
月
17
日
現
在
、
皆
さ
ん
か

ら
総
額
２
０
，１
９
５
，８
８
６

円
の
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
、
被
災
地
の
復
興
支
援
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
ご
支
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
箱
設
置
場
所

役
場
・
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・

町
社
会
福
祉
協
議
会
・
中
央
公

民
館
・
林
業
セ
ン
タ
ー
・
宇
治

田
原
消
防
分
署

受
付
口
座

京
都
銀
行
宇
治
田
原
支
店
普
通

口
座 

３
４
１
３
８
７
４

「
日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部
・

山
城
地
区
・
宇
治
田
原
分
区
」

支援ありがとうございます
台風12号被災者支援募金　　27,120円

　死者･行方不明者が約100名に上った台風12号。今なお復興に向けた活動
が行われています。町と社会福祉協議会が、公共施設等６か所で10月末ま
で行ってきた募金活動に、ご協力ありがとうございました。
　お寄せいただいた支援募金は、日本赤十字社を通じて、被災者の皆さんに
お届けしました。

■問総務課（☎88－6631）

大嶋校長先生とともに奥田町長に募金を手渡す維中生徒会
本部役員の村田壮さんと三好真友美さん

節電チェックシート
暖房器具や照明など電力消費が大きい項目の取組が効果的です。

■ 取組期間
　12月19日～３月23日の平日
　　　　（年末年始12月29日～１月４日を除く）
■ 時 間 帯
　午前９時～午後９時、特に午後６～９時

■ 節電の目安

　概ね10％を心掛けてください

～～

全体

家庭

９時 18時 21時
▲家庭の冬の平日の電力の使われ方（イメージ）
　　　　　　　　　　　　　　　　出典：経済産業省

消
費
電
力

（KW）

節電をお願いしたい
　　　時間帯➡ ➡

ま
し
た
。

〇重ね着などをして室温を20℃に心掛ける（設定温度を
２℃下げた場合 )
〇窓に厚手のカーテンを掛ける

〇不要な照明をできるだけ消す

〇画面の輝度を下げ、必要な時以外は消す（標準→省エ
ネモードに設定し、使用時間を２／３にした場合）

〇設定を「弱」に、扉を開ける時間をできるだけ減らし、
食品を詰め込み過ぎないようにする

〇リモコンではなく、本体の主電源を切る。使わない機
器はコンセントからプラグを抜く

〇早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊く。保温機能
は使用せずによく冷ましてから、冷蔵庫に保存する

〇便座保温・温水の設定温度を下げ、不使用時はふたを
閉める

１％ －

７％ －

４％ ６％

２％ ３％

１％ ２％

１％ ２％

１％ ２％

１％未満 １％

節電効果の値は、夕方ピーク時の消費電力（「エアコンをご使用の家庭」は約1,400Ｗ、
「ガス・石油ストーブをご使用の家庭」は約1,000Ｗ）に対する削減率の目安です。
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■問＝問合せ先　■申＝申込先

あなたとともにまちづくり

茶の里　伝言板

Tea village　infomation

「聞こえに障がいのある人が、気軽に
　イベント参加できるようにしたい」 要約筆記サークル・グリーンティ

　まちには、さまざまな協働のカタチがあります。そんな協働のまちづくりに汗を流す
皆さんの活動や取組を紹介するのがコラボスタイルです。

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
が
平
成

10
年
に
開
い
た
要
約
筆
記
初
級

教
室
が
き
っ
か
け
で
結
成
さ
れ

た
要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
・
グ
リ
ー

ン
テ
ィ
。現
在
メ
ン
バ
ー
は
11
名
。

「
要
約
筆
記
は
、
筆
記
す
る
だ
け
で

は
な
く
要
約
す
る
こ
と
に
も
技
術
が

い
る
ん
で
す
よ
」
と
、
リ
ー
ダ
ー
の

上
野
睦
美
さ
ん
。

　

メ
ン
バ
ー
は
毎
月
２
・
３
回
の
定
例
会
で

要
約
筆
記
技
術
に
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。

聞
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
方
に
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
、
３
か

月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
聞
こ
え
の
サ
ロ
ン

（
次
回
は
12
月
14
日
。
申
込
み
は
町
社
協
ま

で
）
も
主
催
。
現
在
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

筆
談
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
携
帯
用
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
（
筆
談
具
）
の
作
成
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
上
野
さ
ん
は
「
聴
覚
障
が
い
の
方
が

社
会
参
加
し
や
す
い
環
境
を
作
り
た
い
。
要

約
筆
記
を
広
く
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
ど
の
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
も
要
約
筆
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
当
た
り
前
に
し
た
い
」
と
目
標
を
語
り

ま
す
。
課
題
は
「
場
馴
れ
す
る
こ
と
」。
そ

の
た
め
に

も
「
イ
ベ

ン
ト
な
ど

で
要
請
が

あ
れ
ば
、

い
つ
で
も

ど
こ
で
も

行
き
ま
す
」

と
話
し
ま

す
。

　る

ともに協

働
ともに創るまちづくり推進計画

シリーズ②

協働のカタチ

　食 改の窓　食を通じた健康管理

材　料

米……2カップ
にんにく……少々
玉ねぎ……1/2個
鶏もも肉……200g
いか……80g
むきえび……８尾
殻付きあさり……12尾
ピーマン……１個

作り方

１ 米は軽く洗い、ザルに上げて約30
分おく。

２ 玉ねぎは小さめの角切りに、鶏肉
は食べやすく切る。

３ ピーマンとトマトはへたと種を取り、
細かく切る。

４ いかは皮をむき、筒切りにする。

５にんにくはみじん切りにする。

６ フライパンを熱し、オリーブ油を入れ、
にんにくを炒めて香りを出し、②③
を炒め、④と残りの具も加えて、Ⓐ
で炊く。

（１人分） エネルギー 530kcal　蛋白質 25.0ｇ　脂質 19.5ｇ　カルシウム 36mg　塩分 2.1ｇ

No.129　パエリア風カレーピラフ 炊飯器やホットプレートで
炊いてもよいです！！

第46回一人親家庭のつどい

■問・■申社会福祉協議会（☎88－3294・FAX88－4094）

社協
　通信

　

や
っ
て
み
よ
う
手
を
結
ぼ
う
宇
治
田
原
力
で
茶ち

ゃ

茶ち
ゃ

茶ち
ゃ

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

　

進
め
る
う
え
で
の
課
題

　

平
成
23
年
５
月
に
策
定
さ
れ

た
「
と
も
に
創
る
ま
ち
づ
く
り

推
進
計
画
～
や
っ
て
み
よ
う　

手
を
結
ぼ
う　

宇
治
田
原
力
で

茶
茶
茶
～
」。
町
内
で
自
主
的

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
し
て
い
る

方
や
区
・
自
治
会
の
代
表
、「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
専
門
に

研
究
し
て
い
る
大
学
の
先
生
な

ど
10
名
で
構
成
す
る
「
と
も
に

創
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員

会
」
で
の
協
議
や
、
と
も
に
創

る
井
戸
端
会
議
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
に
よ
り
、
多
く

の
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反

映
さ
せ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

場
所
・
場
面
で
住
民
の
皆
さ
ん

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
が
う
ま
く

か
み
合
わ
さ
っ
た
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
う
え

で
、
多
く
の
方
が
次
の
こ
と
を

課
題
と
し
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

▼
活
動
団
体
間
や
、
住
民
と
町
の

情
報
共
有
が
で
き
て
い
な
い
▼

住
民
と
町
（
職
員
）
の
意
識
の

ズ
レ
▼
活
動
の
輪
・
場
が
な
い

▼
区
・
自
治
会
と
テ
ー
マ
型
活

動
団
体
と
の
連
携

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め

に
、
推
進
計
画
で
は
、
多
く
の

具
体
的
な
事
業
ア
イ
デ
ア
を
提

案
し
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
そ
の
具
体
的
な
事
業

ア
イ
デ
ア
を
紹
介
し
ま
す
。

■問
企
画･

財
政
課
（
☎
８
８-

６

６
３
２
）

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
案
）
に

　

対
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を

示
す
「
宇
治
田
原
町
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」（
以
下
、「
計

画
」
と
い
う
）。
平
成
24
年
３

月
の
都
市
計
画
の
変
更
を
踏
ま

え
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
都
市

計
画
審
議
会
で
、
改
定
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
計
画
（
案
）
が

取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

こ
の
計
画
（
案
）
に
対
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
住
民
意

見
募
集
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・

ご
提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

資
料
の
公
表　

▼
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
▼
役
場
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
▼

２
階
建
設
・
環
境
課

募
集
期
間　

12
月
５
日
（
月
）
～

19
日
（
月
）

ご
意
見
の
提
出
方
法　

①
住
所

②
氏
名
③
連
絡
先
④
勤
務
先
⑤

意
見
を
記
入
の
う
え
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
（
添
付
フ
ァ
イ
ル
不

可
）
又
は
郵
送
（
12
月
19
日
の

消
印
有
効
）
で
提
出
。
様
式
不

問
。
①
～
⑤
の
記
載
が
な
い
ご

意
見
や
電
話
・
口
頭
に
よ
る
ご

応
募
は
受
付
不
可

提
出
意
見
の
取
扱
い　

ご
意
見

は
、
内
容
を
取
り
ま
と
め
、
町

の
考
え
方
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
（
住
所
・
氏
名
等
の
個

人
情
報
は
公
表
し
ま
せ
ん
）

■問
・
■申
建
設･

環
境
課
（
〒
６
１

０-

０
２
８
９
（
住
所
記
入
不
要
）・

☎
８
８-

６
６
３
９
・
FAX
８
８- 

３
２
３
１
・
Ｅ
メ
ー
ルtoshikei

@
tow

n.ujitaw
ara.kyoto.jp

）

 第５班（岩山）
藤田惠美子さん

ピラフの上にウイン
ナー等、のせていた
だくと子どもさんに
も喜ばれると思いま
す。

今月の食改さん

トマト……小１個
グリンピース……少々
オリーブ油……大さじ1/2
Ⓐカレー粉…大さじ1/2
／水…2カップ／チキン
コンソメの素…1/2個
／バター…50g／塩…
4g／こしょう…少々

　レクリエーションを通じて、親子のふれあい
と一人親家庭相互の交流を深めましょう！
　楽しいクリスマス会に、ぜひご参加ください！

対　象　一人親家庭の中学生以下の子どもさん
　　　　と保護者

日　時　12月22日（木）　午後１時～４時
場　所　やすらぎ荘
参加費　無　料
申込期限　12月15日（木）
協　力　町民生児童委員協議会

　筆記した内容が拡大してスクリーンに写し
出される機器を使って、練習するメンバー。
聞いた内容を瞬時に要約して書くことが求め
られます。

女
性
特
有
の
が
ん
（
乳
が
ん
）

　
　
　
　
　

検
診
推
進
事
業

宇
城
久
の
病
院
も
受
診
可
に

　

こ
れ
ま
で
乳
が
ん
検
診
の

「
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」を
使
っ

て
受
診
で
き
る
の
は
、
綴
喜

地
域
の
３
病
院
で
し
た
。
12

月
か
ら
は
、
宇
治
市
・
城
陽

市
・
久
御
山
町
の
病
院
で
も

受
診
で
き
ま
す
。

受
診
で
き
る
医
療
機
関

▼
京
都
八
幡
病
院
▼
男
山
病

院
▼
田
辺
中
央
病
院
▼
宇
治

病
院
▼
宇
治
武
田
病
院
▼
第

二
岡
本
総
合
病
院
▼
宇
治
徳

洲
会
病
院
▼
京
都
き
づ
川
病

院
▼
ほ
う
ゆ
う
病
院
▼
久
御

山
南
病
院

　

対
象
者
に
は
、
11
月
末
に

個
別
通
知
し
て
い
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
受
診
は
平
成
24
年

２
月
29
日
（
水
）
ま
で
で
す
。

お
早
め
に
受
診
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
８-

６
６
３
６
）
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子育て通信
■問地域子育て支援センター（☎８８－６６２２

・FAX８８－３１０４）

　親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換のできる場として「地域子育て支援セ
ンター」を開設しています。いつでも気軽にお越しください。子育てに関する相談
も受け付けています。（平日／午前９時30分～午後４時）

＝12月の地域子育て支援センター事業＝
日 月 火 水 木 金 土

日　　付

事 業 名

時　　間
場　　所

内　　容

２ ３

９ 10８７６５４

16 17151413

23 242221201918

25 26 27

１

28

1211

29 30
▲

子育てサークル活動日
　たんぽっぽサークル
　21日（水）
　ぱぺっぽサークル
　12日（月）
　（いずれも子育て支援センターで）

 ・まいまいあそびの広場

　１才半から就学までの親子

 ・まいまいおでかけ広場

　妊婦さんから就学までの親子
及び

　子育て支援に関心のある方

「みんなの家」開放日
毎週水･金曜日　10：00～16：00
子どもと遊んだりおしゃべりに
利用しましょう！
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園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止

保育所ホール
10：00～11：30

まいまい
あそびの広場

名札つくり

子育て支援センター
10：00～11：15

まいまい
ネンネ広場

保育所発表会

９：30～正午
保育所ホール

親子体操

０歳児を初めて育てる

　母親のための　子育て講座

　赤ちゃんが生まれて大変な毎
日を過ごしている

新米ママさん！めまぐるしい
育児・家事の日々、

ちょっとした疑問、不安、スト
レスなどを１人で

抱え込んでいませんか？

　そんなママ達の講座です。

対　象　第１子（２か月～６か月
児）とその母親

定　員　20組

費　用　無料

日　時　平成24年１月16日～２
月６日の

　　　　毎週月曜日　午前10時
～正午

講　師　中田正代（BPファシリテ
ーター・

　　　　　　　　　子育て支援セ
ンター所長）

　　　　青山晃子（BPファシリ
テーター・保育士）

場　所　総合文化センター研修室
１

申込締切　12月16日（金）

▲

臨床心理士による
　子育て相談（要予約）
　13日（火）10：00～正午
　子育て支援センター お誕生日会

南公民館
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

予約者のみ

文化センター 研修室１･３
10：30～正午

ママさん
コミュニティーカフェ

予約者のみ

文化センター 研修室１･３
10：30～正午

ママさん
コミュニティーカフェ

パネルシアター等
作って遊ぼう

湯屋谷会館
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

天皇誕生日

子育て支援センター
10：00～11：15

まいまい
ヨチヨチ広場

クリスマス
リースつくり

　　今月の保健･予防案内
マタニティ教室（妊娠･歯科編）○予　2日（金）　午後１時15分～３時30分
乳児後期健康相談　９日（金）　〈受付〉午後１時～１時30分
離乳食教室○予　14日（水）　午前10時～正午
ＢＣＧ予防接種　16日（金）　〈受付〉午後１時15分～２時
２歳児歯科健診　21日（水）　〈受付〉午後１時～１時30分
一般･乳幼児健康相談○予　13日（火）、27日（火）　〈受付〉午前９時～午後４時
場所 以上は、いずれも保健センター

健康ウォーキング教室○予　２日（金）　午前９時30分～11時30分　場所 住民体育館
スリムで健康！教室○予　７日（水）　午前９時30分～午後０時30分　場所 保健センター
　　　　　　　　　16日（金）　午前10時～11時30分　場所 総合文化センター
○予＝要予約

・床やドアノブなどは、塩素系漂白剤の溶液＊で拭いて消毒する
＊市販の塩素系漂白剤（５～10％次亜塩素酸ナトリウム）を50～
100倍に薄める
（500ml ペット
ボトルにキャッ
プ１杯〈約５ml〉
の原液入れる）
※消毒用アルコー
ルは効果があり
ません。

元気はつらつ！若返り塾〔12月分〕
地　区　場　所 時　　　　間開　催　日

交流会（総合文化センター） 午後２時30分～３時45分５日（月）　■申各地体操時

高 尾 公 民 館 午前10時～正午５日（月）

８・22日（木） 午前10時～正午郷 之 口 会 館

銘 城 台 自 治 会 館 午前10時～正午12日（月）

１日（木） 午後２時～４時荒 木（やすらぎ荘）

岩 山 会 館 午前10時～正午９日（金）

緑 苑 坂 自 治 会 館 午前10時～正午15日（木）

禅 定 寺 会 館 午前10時～正午19日（月）

12日（月） 午後２時～４時立 川 公 民 館

湯 屋 谷 会 館 午前10時～正午２日（金）

１日（木） 午前10時～正午奥 山 田 会 館

南 公 民 館 午後２時～４時２日（金）

クリスマス会

10：00～正午
みんなの家

サンタさん登場

予約者のみ

文化センター 研修室１･３
10：30～正午

ママさん
コミュニティーカフェ

赤井先生
による親
子体操や
遊び

子育て支援センター休館日
12月29日（木）～１月４日（水）

みんなの家スタッフ
によるクリスマス

　対 象 者
 ・まいまいネンネ広場

　妊婦さんから７ヶ月くらいま
での親子

 ・まいまいヨチヨチ広場

　８ヶ月から１才半くらいまで
の親子

参加者
募集

　冬は、ウイルスによる胃腸炎が流行します。下痢やおう吐などの
原因となるウイルスはいろいろありますが、その多くはノロウイル
スによるものです。
　ノロウイルスによる胃腸炎には、カキなどを生で食べたときに食
中毒として起きる場合と、感染した人の便やおう吐物から感染して
起きる場合の２パターンがあります。後者は ▼ノロウイルスがほん
の少しの量でも感染する ▼しっかり手を洗っていないと、ドアノブ
やタオルなどに付いたウイルスが他の人に感染する－ためです。

予　　防　　策
①食中毒サイクルを絶つ
・カキはできるだけ加熱して食べる（ノロウイルスは85℃以上１分
で死滅）
・他の食品にウイルスを移さないよう、まな板、包丁など調理器具
の洗浄と手洗いの徹底
②感染症サイクルを絶つ
・トイレ後、調理・食事の際は、石けんと流水でしっかり手を洗う
・便やおう吐物などを処理するときは、ビニール手袋やペーパー
タオルなどを利用する

　冬の胃腸炎の主役

ノロウイルスに注意
手洗いと調理器具の洗浄が有効

■問保健センター
　（☎88－6636）

感染症

人の腸管で
増殖

食中毒

人の腸管で
増殖

感染

環境に排出

加熱不十分な
食品を食べる

手洗い不十分
で食品に付着

カキなどの
２枚貝に蓄積

吐き気
おう吐
下痢・腹痛
発熱

手洗い不十分
おむつの不衛生処理
おう吐物の飛散

ノロウイルスの感染サイクル

感染

ばらまかれた
ウイルスが
口の中に入る
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（２） 地域手当 （平成23年４月１日現在）
　　　平成22年度より廃止しました。

（５） その他の手当 （平成23年４月１日現在）

手 当 名 内容及び支給単価
国の制
度との
同異　

支給実績
(22年度決算)

支給職員１人当たり
平均支給年額
（22年度決算）

扶養手当

扶養親族である配偶者　　　　　 13,000円

同 13,876千円 243,439円

配偶者以外の扶養親族　　　　　　6,500円

・配偶者がいない場合は、
　　　　　　　　　　　　　　　 11,000円
 そのうち１人につき

16歳から22歳までの子（加算）　　　5,000円

家賃額に応じて最高　　　　　　 27,000円

交通機関を利用する職員

・運賃相当額55,000円までの者　　全額支給

・運賃相当額55,000円以上の者

 （運賃相当額-55,000円）÷2＋55,000円

上記以外の職員

・通勤距離片道2km未満　　　　　　　　0円

・通勤距離片道2km以上5km未満　　 2,000円

・通勤距離片道5km以上10km未満　　4,100円

・通勤距離片道10km以上15km未満　 6,500円

・通勤距離片道15km以上20km未満　 8,900円

・通勤距離片道20km以上25km未満　11,300円

・通勤距離片道25km以上30km未満　13,700円

・通勤距離片道30km以上35km未満　16,100円

・通勤距離片道35km以上40km未満　18,500円

・通勤距離片道40km以上45km未満　20,900円

・通勤距離片道45km以上50km未満　21,800円

・通勤距離片道50km以上55km未満　22,700円

・通勤距離片道55km以上60km未満　23,600円

・通勤距離片道60km以上　　　　　24,500円

住居手当 同 6,292千円 58,804円

通勤手当 同 5,303千円 62,388円

５　特別職の報酬等の状況 （平成23年４月１日現在）

（注）退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期
　　 （４年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込額である。

（６） 退職手当 （平成23年４月１日現在）

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成20～22年度に退職した職員に
支給された平均額である。支給率及び取扱いについては、本町を含む京
都府下の市町村等で組織する京都府市町村職員退職手当組合の条例で定
められ、加入市町村等は、いずれも同じ基準を用いている。

（支給率）　　　　　自己都合　　　勧奨・定年
勤続20年　　　　　23.50 月分　　30.55 月分
勤続25年　　　　　33.50 月分　　41.34 月分
勤続35年　　　　　47.50 月分　　59.28 月分
最高限度額　　　　59.28 月分　　59.28 月分
その他の加算措置　定年前早期退職特例措置
       　　　　 　（２～20％加算）
１人当たり平均支給額　5,741千円　　 24,694千円
平均勤続年数      18年０月　　　34年10月

本　町　と　同　じ

１人当たり平均支給額
　　　　　　　　　　　　　　　公表なし
平均勤続年数

宇　治　田　原　町 国

区　　　分 給　　料　　月　　額　　等

給　

 

料

報　
　

酬

期　

末　

手　

当

退
職
手
当

町 長

副 町 長

教 育 長

　　 　　  　730,000円

　　   　　　600,000円

　　   　　　560,000円

議 長

副 議 長

常任委員長

議 員

　   　　　　305,000円

　   　　　　230,000円

　   　　　　205,000円

　   　　　　200,000円

町 長

副 町 長

教 育 長

　　（22年度支給割合）

　　　　　　　2.95 月分

議 長

副 議 長

常任委員長

議 員

　　（22年度支給割合）

　　　　　　　2.95 月分

町 長

副 町 長

教 育 長

 （算定方式）　　　　　　　　　　（１期の手当額）　（支給時期）

 給料月額×530/100×在職年数　　13,928千円　　　任期毎

 給料月額×315/100×在職年数　　 7,182千円　　　任期毎

 給料月額×270/100×在職年数　　 5,745千円　　　任期毎

（４） 時間外勤務手当

支給実績（22年度決算） 18,508千円

職員１人当たり平均支給年額（22年度決算） 213千円

支給実績（21年度決算） 16,194千円

職員１人当たり平均支給年額（21年度決算） 186千円

（１） 期末手当・勤勉手当

宇　治　田　原　町 国

１人当たり平均支給額（22年度）　　

　　　　　　　　　　　　1,423千円
―

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給割合である。

（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

　・役職加算　　５～15％

（加算措置の状況）

職制上の段階、職務の級等による加算措置

　・役職加算　　５～20％

　・管理職加算　10～25％

管理職手当

理事　　　　　　　　　　　　　 45,000円

課長、教育次長、事務局長　　　　 40,000円

課長補佐、所長、参事　　　　　　 30,000円

異 7,344千円 386,526円

（２） 定員管理の数値目標

　　　　　区　分
部　門　　　　　

22　年
計画前年

一般行政
職員数

公　　営
企 業 等

増　減

特別行政
職員数

増　減

職員数

増　減

増　減

職員数
計

86

－

22

－

19

－

127

－

86

0

21

▲ 1

19

0

126

▲ 1

23　年
１ 年 目

（注）計画期間は、23年～27年の５年間である。

（１） 部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

（注）１　職員数は一般職に属する職員数で、教育長を含みます。
　　 ２　［　　］内は、条例定数の合計である。

　　　　　　　　　区　　分

部　　門　　　　　　　　　

職　　　　員　　　　数
対前年増減数

平 成　22　年 平 成　23　年

普　

通　

会　

計　

部　

門

会

計

部

門

公
営
企
業
等

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
農 林 水 産
商 工
土 木

2
24
7
25
11
6
2
9

0
1
0

△ 1
0
0
0
0

計 86 0

教 育 部 門 21 △ 1

小 計 107 △ 1

水 道
下 水 道
国 保 等

6
5
8

0
0
0

小 計 19 0

合　　　　計
126

［ 139 ］
△ 1

［　 0 ］

一

般

行

政

部

門

（22年度支給割合）

　　　期末手当　　　勤勉手当

　　　　2.60　月分    1.35　月分

　　　 （1.45） 月分　 （0.65） 月分

（22年度支給割合）

　　　　　　本町と同じ

６　職員数の状況

４　職員の手当の状況

　　（23年度支給割合）

　　　　　　　2.95 月分

　　（23年度支給割合）

　　　　　　　2.95 月分

（23年度支給割合）

　　　期末手当　　　勤勉手当

　　　　2.60　月分    1.35　月分

　　　 （1.45） 月分　 （0.65） 月分

（23年度支給割合）

　　　　　　本町と同じ

（３） 特殊勤務手当 （平成23年４月１日現在）
　　　平成18年度よりすべて廃止しました。

2
23
7
26
11
6
2
9

86

22

108

6
5
8

19

127
［ 139 ］

86

0

22

1

19

0

127

1

24　年
２ 年 目

86

0

21

▲ 1

19

0

126

▲ 1

25　年
３ 年 目

26　年
４ 年 目

▲ 1

125

0

19

0

21

▲ 1

85 85

0

21

0

19

0

125

0

27　年
５年 目

全体計画

▲ 2

0

▲ 1

▲ 1
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職
員
の
給
与
状
況

　

宇
治
田
原
町
職
員
の
給
与
や
定
員
管
理
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

町
職
員
の
給
与
等
は
地
方
公
務
員
法
第
24
条
の
規
定
に
よ
り
、
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
の
給
与
等
を

考
慮
し
、
町
議
会
の
議
決
を
経
て
、
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
員
管
理
に
つ
い
て
は
年
次
計
画
を
作
成
し
、
事
務
事
業
の
見
直
し
、
組
織
機
構
の
簡
素
合
理

化
、
民
間
委
託
の
活
用
を
図
り
、
人
員
の
適
正
配
置
に
努
め
る
と
と
も
に
、
今
後
の
行
政
需
要
の
動
向
を

勘
案
し
な
が
ら
、
極
力
増
員
を
抑
制
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
お
知
ら
せ
す
る
給
与
等
は
、
税
金
や
各
種
保
険
料
等
を
差
し
引
く
前
の
額
で
、
い
わ
ゆ
る
手
取

額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（１） 人件費の状況（普通会計決算）

歳　 出　 額

　　　　　　　Ａ
実 質 収 支

人　 件　 費

　　　　　　　Ｂ

人件費率

　Ｂ／Ａ

（参　考）　　　

21年度の人件費率

3,946,831千円 99,185千円 920,205千円 23.3％ 22.4％

（２） 職員給与費の状況 （普通会計決算）

（注）１ 職員手当には退職手当を含まない。　２ 職員数は、平成22年４月１日現在の人数である。

職員数

　　　Ａ

給　　　与　　　費 一人当たり給与費

　　　　　Ｂ／Ａ給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 　　  計　　 Ｂ

389,046千円 59,408千円 138,679千円 587,133千円111人 5,289千円

区　分

22年度

住民基本台帳人口

　　　（22年度末）

9,851人

区　分

22年度

（１） 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況 （平成23年４月１日現在）

（注）１「平均給料月額」とは、平成23年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。
　　 ２「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額の合

計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものである。
　　　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等

の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものである。
　　 ３「技能労務職」とは清掃職員、学校給食員、用務員等をいう。

宇治田原町 303,573円40.3歳

（２） 職員の初任給の状況 （平成23年４月１日現在）

区　　　　分

大学卒

高校卒

宇　治　田　原　町 国

172,200円 172,200円

144,500円 140,100円
一般行政職

大学卒

高校卒

172,200円 ―

144,500円 ―
技能労務職

（３） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成23年４月１日現在）

経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

大学卒

高校卒

平均経験年数 平均給料月額 平均経験年数 平均給料月額 平均経験年数 平均給料月額

12年１月 254,486円 17年１月 314,053円 21年９月 358,761円

大学卒

高校卒

区　　　　分

一般行政職

技能労務職

①一般行政職

― ― ― ― 21年５月 311,550円

― ― 15年２月 290,100円 ― ―

― ― 18年４月 252,800円 24年２月 311,500円

（１） 一般行政職の級別職員数の状況（平成23年４月１日現在）

（注）１　宇治田原町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　 ２　標準的な勤務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

１　定型的な業務を行う主事、技師、保育士、
保健師、主事補若しくは技師補の職務又はこれ
に準ずる職務

１　高度の知識又は技術若しくは経験を必要と
する業務を行う主事、技師、保育士及び保健師
の職務又はこれに準ずる職務

１　主任及び主査の職務又はこれに準ずる職務

１　係長の職務又はこれに準ずる職務

１　課長補佐の職務又はこれに準ずる職務

１　理事、課長、室長、教育次長及び事務局長
の職務又はこれに準ずる職務

区分 標 準 的 な 職 務 内 容 職員数 構成比

１級 1 人 1.2％

27 人 31.8％

21 人 24.7％

18 人 21.2％

3 人 3.5％

15 人 17.6％

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

(％)

平成23年の構成比 １年前の構成比 ５年前の構成比

１級

２級

３級

４級

５級

６級

２級

３級

４級

５級

６級

区　　　分 平均給料月額 平均給与月額平　均　年　齢
平均給与月額
（国ベース）

356,610円 330,545円

国 327,205円42.3歳 ― 397,723円

宇治田原町 48.2歳

②技能労務職

区　　　分 平均給与月額
（Ａ）

平　均　年　齢
平均給与月額
（国ベース）

341,948円 340,925円

国 49.5歳 ― 321,662円

１　総　　括

２　職員の平均給与月額、初任給等の状況

３　一般行政職の級別職員数等の状況

公　　　　　務　　　　　員

324,968円

平均給料月額

283,862円

14人

職　　員　　数

3,689人

17.6 16.5

3.5

21.2

24.7

31.8

1.2

18.8

1.2

17.6

22.4

38.8

1.2

18.8

15.3

43.5

0.0

17.6 16.5

3.5

21.2

24.7

31.8

1.2

18.8

1.2

17.6

22.4

38.8

1.2

18.8

15.3

43.5

0.0

5.9



場
合
は
動
物
病
院
で
注
射
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

飼
い
犬
は
登
録
を　

狂
犬
病
の

発
生
を
予
防
す
る
た
め
、
町
に

飼
い
犬
を
登
録
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
犬
を

飼
い
始
め
た
方
、
ま
だ
登
録
し

て
い
な
い
方
は
、
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
登
録
時
に

交
付
す
る
鑑
札
は
首
輪
等
に
つ

け
て
く
だ
さ
い
。

登
録
後
の
住
所
変
更
等　

転
入
・

転
出
・
譲
渡
・
譲
受
等
で
飼
い

主
や
住
所
が
変
わ
っ
た
場
合
、

飼
い
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
、

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
建
設
・
環
境
課
（
☎
８
８-

６
６
３
９
）

広報うじたわら　Ｎo.522　平成23年（2011）12月号（ � ）

12月
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11　12　13　14　15　16　17
18　19　20　21　22　23　24
25　26　27　28　29　30　31

 
今
月
の

■問＝問合せ先／■申＝申込先

見る

知る

参加
する

便
利
な
住
基
カ
ー
ド

ご
存
じ
で
す
か
？

生
活
・
相
談

こ
ち
ら

消
費
生
活
相
談
窓
口

使
う
前
に
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

暖
房
器
具
の
安
全　
　
　
　
　
　

12
月
の
消
費
生
活
相
談
日

13
・
27
日
（
火
）
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時

相
談
方
法　

役
場
２
階
第
２
会

議
室
へ
来
庁
ま
た
は
電
話
（
☎

８
８-

６
６
１
６
当
日
の
み
）

12
月
の
多
重
債
務
法
律
相
談

▼
城
陽
市
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
日
（
金
）
午
後
４
時
～
７
時

▼
京
田
辺
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

14
日
（
水
）
午
後
４
時
～
７
時

▼
木
津
川
市
役
所
北
別
館

９
日
（
金
）・
22
日
（
木
）
午
後

４
時
～
７
時

▼
八
幡
市
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー

６
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４
時

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎
０

５
７
０-

０
６
４-

３
７
０
）

■問
府
山
城
広
域
振
興
局
消
費
生

活
相
談
窓
口
（
☎
２
１-

２
４

２
６
）
／
産
業
振
興
課
（
☎
８

８-

６
６
３
８
）

身
体
障
が
い
者
相
談
日

　

暖
房
器
具
が
恋
し
い
季
節
で

す
が
、
使
う
前
に
ち
ょ
っ
と
点

検
を
。
事
故
で
多
い
の
は
、
火

事
と
や
け
ど
で
す
。
次
の
症
状

が
見
ら
れ
た
ら
要
注
意
！

●
電
源
コ
ー
ド
と
プ
ラ
グ
に
、

①
傷
や
ふ
く
れ
が
あ
る
②
触
れ

た
り
、
折
り
曲
げ
る
と
電
源
が

入
っ
た
り
切
れ
た
り
す
る
③
い

つ
も
よ
り
熱
が
あ
る
。

●
他
の
電
気
製
品
の
リ
モ
コ
ン

に
よ
る
誤
動
作
が
あ
る
。
こ
ん

な
と
き
は
、使
用
を
や
め
て
メ
ー

カ
ー
や
販
売
店
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
暖
房
器
具
の
、
周
り

に
ス
プ
レ
ー
缶
を
置
か
な
い
、

間
近
で
洗
濯
物
を
乾
か
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
外
出
時
に
は
必

ず
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

　

密
閉
燃
焼
（
Ｆ
Ｆ
）
式
石
油
温

風
暖
房
機
を
お
持
ち
の
方
は
、
リ

コ
ー
ル
対
象
で
な
い
か
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
で
な

く
て
も
、
長
期
間
使
用
し
て
い

る
場
合
は
、
使
用
を
メ
ー
カ
ー

や
販
売
店
に
ご
相
談
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
〈
整
形
外
科
〉
12
月
７
・

14
・
21
・
28
日
（
水
）
午
後
２

時
～
４
時
（
要
予
約
）

場
所　

府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
に
対
す
る
相
談
（
補
装
具
相

談
、リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
相
談
、

施
設
利
用
相
談
な
ど
）

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６

６
３
５
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
）

お
知
ら
せ

中
小
企
業
の
皆
さ
ん
へ

保
証
料
・
利
子
の
補
給
制
度

　
「
京
都
府
中
小
企
業
融
資
制

度
」
と
「
日
本
政
策
金
融
公
庫

融
資
制
度
」
の
う
ち
、
対
象
と

な
る
融
資
制
度
を
利
用
の
場
合

は
、
保
証
料
と
利
子
の
一
部
を

補
給
し
ま
す
。

■
保
証
料
補
給
制
度

対
象
融
資
制
度

▼
京
都
府
中
小
企
業
融
資
制
度

・
小
規
模
企
業
お
う
え
ん
融
資

・
経
営
発
展
支
援
融
資
（
設
備

投
資
内
災
害
復
旧
）

・
経
営
支
援
緊
急
融
資

・
東
日
本
大
震
災
緊
急
融
資

（
復
興
緊
急
資
金
）

交
付
対
象
者　

平
成
23
年
中
に

利
用
し
た
方
（
年
２
回
以
上
融

資
を
受
け
た
場
合
は
、
い
ず
れ

か
１
回
）

申
請
時
期　

平
成
24
年
２
月

■
利
子
補
給
制
度

対
象
融
資
制
度

▼
京
都
府
中
小
企
業
融
資
制
度

・
小
規
模
企
業
お
う
え
ん
融
資

・
経
営
発
展
支
援
融
資
（
設
備

投
資
内
災
害
復
旧
）

・
経
営
支
援
緊
急
融
資

・
あ
ん
し
ん
借
換
融
資

・
東
日
本
大
震
災
緊
急
融
資

（
復
興
緊
急
資
金
）

▼
日
本
政
策
金
融
公
庫
融
資
制
度

・
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資

金
（
略
称
○経
）

交
付
対
象
者　

平
成
22
年
中
に

利
用
し
、
支
払
利
子
が
発
生
し

た
方
（
年
２
回
以
上
融
資
を
受

け
た
場
合
は
、い
ず
れ
か
１
回
）

申
請
時
期　

平
成
24
年
１
月

※
両
制
度
と
も
、
町
税
の
滞
納

が
な
い
な
ど
の
交
付
要
件
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
証
協

会
等
か
ら
の
情
報
提
供
で
、

交
付
対
象
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
と
町
が
把
握
し
た
方
に

は
別
途
、
通
知
し
ま
す
。

■問
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６

６
３
８
）

農
地
バ
ン
ク
登
録
制
度

　

農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
放

棄
地
等
の
解
消
を
目
的
と
し
て

「
農
地
バ
ン
ク
登
録
制
度
」
を

設
け
て
い
ま
す
。
耕
作
放
棄
地

に
な
っ
て
い
る
農
地
等
を
借
り

た
い
と
い
う
町
内
農
家
さ
ん
へ

の
斡
旋
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

登
録
や
申
込
み
に
つ
い
て
の

ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
産

業
振
興
課
内
☎
８
８-
６
６
３
８
）

飼
い
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射

と
登
録
を
忘
れ
ず
に

狂
犬
病
予
防
注
射　

飼
い
犬
に

毎
年
１
回
、
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
る
こ
と
は
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
飼
い
主
の
義
務

で
す
。
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い

約
4.5
㌢

約 8 ㌢

広告募集

 　

広報うじたわら『町民の窓』
うじたわらの現在を届ける情報紙 　

広報うじたわら『町民の窓』
＝地域の元気・住民の躍動を伝えます＝
発行部数　3,300部
体裁　タブロイド版．右綴じ
　　　約11ページ（月により異なる）

　平成23年度自衛官等募集案内 ■問・■申宇治地域事務所（☎44－7139）

募集種目（受付期限）

陸上自衛隊
高 等 工 科
学 校 生 徒

試　　験　　日 資　　　　　格
推　薦
（12月16日）

平成24年１月７日～９日の
指定する１日

　平成24年４月１日現在、15歳
以上17歳未満の男子で、中学校
卒業者又は中等教育学校の前期課
程修了者（平成24年３月に卒業・
修了見込みの者を含む）。
　推薦は、中学校長又は中等教育
学校長の推薦等が別途必要。

一　般
（平成24年　
　　１月６日）

１次試験
　平成24年１月14日
２次試験
　平成24年１月28日～31日
　の指定する１日

　

今
回
製
作
す
る
２
０
１
２
年

度
版
町
内
電
話
帳
（
来
年
３
月

末
発
行
・
全
戸
配
布
予
定
）
に

は
、
現
在
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電
話
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
「
名
前
・
電
話

番
号
・
住
所
」
が
そ
の
ま
ま
掲

載
さ
れ
ま
す
。
次
に
該
当
さ
れ

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
町
内
電
話
帳
に
掲
載
し
た
く

な
い
方

②
掲
載
情
報
（
氏
名
等
）
を
変

更
し
た
い
方

③
Ｎ
Ｔ
Ｔ
以
外
の
電
話
会
社
を

現
在
利
用
し
、
今
回
掲
載
希
望

の
方
（
前
回
掲
載
申
込
者
も
今

回
再
度
申
込
手
続
き
必
要
）

申
込
方
法　

各
区
・
自
治
会
を

通
じ
て
回
覧
中
の
町
内
電
話
帳

製
作
チ
ラ
シ
の
裏
面
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
商
工
会
ま
で
持

参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

■問･

■申
町
商
工
会
青
年
部
（
☎
８
８-

４
１
８
０
・
FAX
８
８-

４
６
７
８
）

商
工
会
青
年
部
製
作『
町
内
電

話
帳
』へ
の
掲
載
申
請
受
付
中

　
「
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
」

は
、
公
的
な
身
分
証
明
書
が
必

要
な
と
き
に
利
用
で
き
ま
す
。

申
請
方
法　

原
則
本
人
が
窓
口

で
申
請
（
申
請
か
ら
交
付
ま
で

約
２
週
間
必
要
）

必
要
書
類
等

本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
、
保

険
証
な
ど
）、
印
鑑
、
写
真
１

枚（
縦
４･

５
㎝
×
横
３･

５
㎝
、

無
帽
・
無
背
景
・
正
面
の
６
か

月
以
内
に
撮
影
）。
カ
ー
ド
交

付
時
に
手
数
料
５
０
０
円

有
効
期
限　

10
年
間

備
考　

e-T
ax

を
利
用
す
る
の

に
必
要
な
電
子
証
明
書
（
別
途

手
数
料
５
０
０
円
）
の
取
得
に

は
別
途
申
請
が
必
要
。
有
効
期

限
３
年
間
。
期
限
切
れ
の
方
は

更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
戸
籍
・
保
険
課
（
☎
８
８-

６

６
３
４
）
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「
子
ど
も
手
当
」
認
定
請
求

ま
だ
の
方
は
お
早
め
に

　

10
月
か
ら
新
た
な
子
ど
も
手

当
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
以
降
に「
認
定
請
求
書
」

を
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
遅
く
な
る
と
、
次
期

支
払
月
の
２
月
に
支
給
で
き
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
３
月
末
日
ま

で
に
提
出
す
れ
ば
、
10
月
分
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
の
支
給
は
さ
れ

ま
す
。

■問
福
祉
課（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

高
校
通
学
費
補
助

１
月
末
ま
で
に
申
請
を

対
象　

町
内
に
在
住
す
る
方
で
、

高
等
学
校
（
専
修
学
校
、
各
種

学
校
含
む
）
に
バ
ス
通
学
を
し

て
い
る
生
徒
の
保
護
者
（
た
だ

し
、
支
給
対
象
期
間
は
中
学
校

卒
業
後
３
年
間
に
）

補
助
額　

乗
車
区
間
に
応
じ
て

補
助

申
請
方
法　

高
校
通
学
費
補
助

金
申
請
書
に
、「
通
学
定
期
券

の
写
し
（
各
学
期
・
各
月
分
）」

ま
た
は
「
バ
ス
カ
ー
ド
」
を
添

付
し
提
出
。
申
請
書
は
教
育
委

員
会
教
育
課
、
役
場
戸
籍
・
保

険
課
、
京
阪
宇
治
バ
ス
㈱
定
期

券
販
売
窓
口
に
備
え
付
け
。
京

阪
宇
治
バ
ス
維
中
前
バ
ス
停
、

京
阪
バ
ス
宇
治
車
庫
、
近
鉄
大

久
保
駅
、
近
鉄
新
田
辺
駅
で
の

12
月
～
1
月
の
定
期
券
出
張
販

売
日
に
も
備
え
付
け
。
教
育
委

員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可

※
通
学
定
期
以
外
の
バ
ス
利
用

者
も
交
付
対
象

申
請
期
間　

１
月
５
日
（
木
）
～

31
日
（
火
）

▼
緊
急
就
学
等
支
援
対
策
事
業

　

景
気
低
迷
や
離
職
・
倒
産
等

で
収
入
が
激
減
し
た
家
庭
に
つ

い
て
は
、
家
計
負
担
の
軽
減
の

た
め
補
助
金
額
を
増
額
し
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

破
裂
・
凍
結
に
備
え
を

水
道
管
に
も
冬
支
度

　

冬
に
な
る
と
水
道
の
水
が
凍
っ

た
り
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に

多
い
の
は
、

①
む
き
出
し
に
な
っ
た
水
道
管

②
北
向
き
に
あ
る
水
道
管

③
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に

あ
る
水
道
管

－

で
す
。

　

凍
結
や
破
裂
か
ら
水
道
管
を

守
る
た
め
に
、
水
道
管
や
蛇
口

部
分
に
保
温
材
な
ど
を
巻
き
付

け
て
く
だ
さ
い
。
手
軽
な
方
法

と
し
て
、
古
い
毛
布
や
布
き
れ

な
ど
を
巻
き
付
け
、
そ
の
上
か

ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
い
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
に
も
布
や
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
を
入
れ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
詰
め
る
な
ど
し
て
、
保
温
し

て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
も
、
水
道
管
が
破
裂
し

た
と
き
は
、止
水
栓（
水
道
メ
ー

タ
ー
の
横
に
あ
る
コ
ッ
ク
）
を

閉
め
て
、
破
裂
し
た
部
分
に
布

や
テ
ー
プ
を
巻
き
付
け
て
応
急

対
処
を
し
、
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

　

水
道
の
使
用
量
や
水
道
料
金

が
普
段
よ
り
異
常
に
多
く
な
っ

た
場
合
は
、
漏
水
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
宅
地

内
の
蛇
口
を
全
部
閉
め
、
水
道

メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
（
銀

色
部
分
）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
転
し
て
い
る

場
合
は
、
漏
水
が
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
課
（
☎
８
８-

３

３
３
７
）

下
水
道
水
洗
化
相
談
窓
口

　

上
下
水
道
課
に
水
洗
化
工
事

（
排
水
設
備
の
接
続
替
え
工
事
）

の
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

水
洗
化
工
事
を
考
え
て
い
る
方

や
水
洗
化
工
事
に
つ
い
て
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
課
（
☎
８
８-

３

３
３
７
）

年
末
年
始
の

　

［
ご
み
］・［
し
尿
］
収
集

　

ご
み
収
集

収
集
日
程

　

年
末
の
ご
み
収
集
は
、
12
月

28
日
（
水
）
ま
で
通
常
ど
お
り

の
収
集
曜
日
で
行
い
、
特
別
収

集
と
し
て
、▼
12
月
29
日
（
木
）

に
Ａ
地
域
の
「
燃
や
す
ご
み
」、

▼
12
月
30
日
（
金
）
に
Ｂ
地
域

の
「
燃
や
す
ご
み
」
の
収
集
を

行
い
ま
す
。

　

12
月
31
日
（
土
）
か
ら
１
月

３
日
（
火
）
ま
で
ご
み
収
集
は

お
休
み
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、年
始
は
１
月
４
日
（
水
）

か
ら
通
常
の
収
集
曜
日
で
収
集

し
ま
す
。

お
願
い

　

大
掃
除
、
片
付
け
で
増
え
た

ご
み
を
確
実
に
収
集
で
き
る
よ

う
年
末
年
始
は
、
特
に
次
の
こ

と
を
守
っ
て
、
正
し
く
ご
み
出

し
し
て
く
だ
さ
い
。

●
収
集
日
以
外
の
日
に
ご
み
を

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
年
末
年
始
は
普
段
と
は
違
う

体
制
で
収
集
し
ま
す
の
で
、

収
集
時
間
が
大
き
く
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
み
は

収
集
日
当
日
の
午
前
８
時
30

分
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
れ
ぐ
れ
も
あ
と
か
ら
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
多
く
使

用
さ
れ
る
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
。

必
ず
使
い
き
っ
て
か
ら
「
燃

や
す
ご
み
の
日
」
に
「
燃
や

す
ご
み
」
と
は
別
の
袋
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。「
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
」
と
「
電
池
」
は
別
々

の
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
町
で
収
集
で
き
な
い
ご
み
、

例
え
ば
タ
イ
ヤ（
ホ
イ
ー
ル
、

チ
ェ
ー
ン
）
等
の
自
動
車
・

バ
イ
ク
部
品
、
土
砂
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
、
草
刈
機
（
刃
）

等
の
農
機
部
品
、
消
火
器
、

バ
ッ
テ
リ
ー
、
処
理
危
険
物

（
農
薬
、
石
油
類
、
オ
イ
ル
、

塗
料
そ
の
他
揮
発
性
油
類
、

ガ
ス
ボ
ン
ベ
）、
エ
ン
ジ
ン

付
き
の
機
械
、
農
業
用
ビ
ニ
ー

ル
製
品
、
建
築
廃
材
、
事
業

系
廃
棄
物
な
ど
は
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
購
入
先
に
相
談

す
る
な
ど
、
専
門
処
理
業
者

に
依
頼
し
適
正
に
処
理
し
て

く
だ
さ
い
。
ほ
か
に
も
収
集

で
き
な
い
ご
み
が
あ
り
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

直
接
自
己
搬
入
す
る
場
合

　

大
掃
除
な
ど
で
家
庭
ご
み
が

大
量
に
で
る
場
合
は
、
城
南
衛
生

管
理
組
合
へ
直
接
自
己
搬
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
役
場
建

設
・
環
境
課
で
自
己
搬
入
指
示

書
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
城
南

衛
生
管
理
組
合
へ
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。
土･

日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を

除
く
）
ま
で
で
す
。
年
末
は
12
月

28
日（
水
）ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

た
だ
し
、
町
で
収
集
で
き
な
い

ご
み
は
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

■問〈
ご
み
収
集
〉
建
設
・
環
境

課
（
☎
８
８-

６
６
３
９
）

　

し
尿
収
集

　

年
末
の
お
問
い
合
わ
せ
は
12

月
29
日
（
木
）
午
後
５
時
15
分

ま
で
。
こ
れ
以
降
は
年
明
け
１

月
４
日
（
水
）
午
前
８
時
30
分

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　

年
末
年
始
の
臨
時
収
集
（
有

料
）
の
予
約
は
、
受
付
件
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

目
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
「
く
み
も
れ
」
が
あ
れ
ば
、

収
集
口
を
確
認
の
う
え
、（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
の
場
合
は
そ
の

翌
日
）に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■問〈
し
尿
収
集
〉
城
南
衛
生
管

理
組
合
業
務
課
（
☎
０
７
５-

６
３
１-

５
１
７
１
）

完
訳
グ
リ
ム
童
話

　

外
国
の
童
話
と
い
え
ば
、

「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
」と
双
璧
で
、

グ
リ
ム
童
話
が
あ
り
ま
す
。

　
「
赤
ず
き
ん
」、「
小
人
の

靴
屋
」に「
シ
ン
デ
レ
ラ
」－

。

子
ど
も
の
頃
か
ら
聞
い
た
こ

と
の
あ
る
タ
イ
ト
ル
が
並
ん

で
い
ま
す
。

　

数
多
く
あ
る
グ
リ
ム
童
話

の
本
の
中
か
ら
、
今
回
紹
介

す
る
の
は
『
完
訳
グ
リ
ム
童

話
』。

　

絵
本
で
は
、
あ
い
ま
い
に

し
て
い
る
部
分
も
、
し
っ
か

り
と
翻
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
「
本
当
は
怖
い
話

だ
っ
た
ん
だ
！
」
と
驚
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ほ
か
意
味
深
い
教
訓

が
あ
る
も
の
や
、
ど
こ
か

で
聞
い
た
よ
う
な
お
話
も

あ
り
ま
す
。

　

似
て
い
る
話
と
言
え
ば

こ
ち
ら
。

休館日　毎週火曜日
　23日（金・天皇誕生日）
　27日（火）～１月４日（水）
　　（年末年始）

今 月 の 予 定

クリスマスおはなし会

そ
ら
ま
め
と
わ
ら
と
す
み

川
上
越
子
／
絵･

日
本
民
話

　

東
北
地
方
に
伝
わ
る
昔

話
。

　

グ
リ
ム
童
話
の
中
に
、

驚
く
ほ
ど
そ
っ
く
り
な
お

話
が
あ
り
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
（
グ
リ
ム
）
と

日
本
、
こ
ん
な
に
遠
く
離

れ
て
い
る
の
に
不
思
議
で

す
ね
。

　

ぜ
ひ
、
読
み
比
べ
て
く

だ
さ
い
。

■問 町立図書館（☎88－5852）図 書 館 だ よ り
　

読
ん
で
み
た
い

　
　
　

こ
の
一
冊

今年も恒例の『クリスマスおはなし会』
を開催します。
ご家族そろっての参加をお待ちしていま
す。

日　時　12月11日日　午後２時～
会　場　総合文化センター　研修室１
内　容
　・絵本の読み聞かせ
　・パネルシアター
　・人形劇
　　このほかにも「お楽しみ」をご用意
　してお待ちしています。

event
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募　

集

レ
ベ
ッ
カ
先
生
と

楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス

　

ゲ
ー
ム
や
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー

ド
作
り
な
ど
、
６
代
目
Ａ
Ｌ
Ｔ

レ
ベ
ッ
カ
先
生
と
楽
し
い
ク
リ

ス
マ
ス
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

12
月
23
日
（
金
・
祝
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

対
象　

町
内
在
住
の
保
育
所
・

幼
稚
園
の
年
中
～
小
学
校
２
年

生（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

児
童
30
名

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研

修
室
１

講
師　

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）
レ
ベ
ッ
カ
・
キ
ミ
コ
・

ハ
セ
ガ
ワ
先
生

申
込
期
限　

12
月
20
日
（
火
）

材
料
費　

児
童
１
人
１
０
０
円

備
考　

当
日
、
参
加
者
で
プ
レ

ゼ
ン
ト
交
換
。
約
５
０
０
円
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
持
参
く
だ
さ
い
。

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

第
17
回
宇
治
田
原
の
四
季

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
規
格　

カ
ラ
ー
四
つ
切（
ワ

イ
ド
可
）

申
込
期
限　

平
成
24
年
３
月
31

日
（
土
）（
当
日
消
印
有
効
、
窓

口
持
参
は
30
日　
（
金
）
ま
で
）

賞
品　

最
優
秀
賞
５
万
円
、
特

選
１
万
円
ほ
か
。
今
回
か
ら
新

設
▼
京
都
銀
行
頭
取
賞
▼
京
都

中
央
信
用
金
庫
理
事
長
賞
。

※
応
募
者
全
員
に
「
宗
円
香
」

贈
呈

そ
の
他　

入
賞
作
品
の
版
権
は

商
工
会
に
帰
属
。
入
賞
者
は
指

定
期
日
ま
で
に
ネ
ガ
・
ポ
ジ
を

特
別
配
食
（
お
せ
ち
料
理
）

サ
ー
ビ
ス

　

社
協
で
は
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
世
帯
等
へ
、
例
年
特
別
配

食
サ
ー
ビ
ス
（
お
せ
ち
料
理
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象

①
12
月
１
日
現
在
で
社
協
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
中
の
世

帯
②
町
内
在
住
の
満
65
歳
以
上（
昭

和
21
年
以
前
生
ま
れ
）
の
一

人
暮
ら
し
世
帯

③
町
内
在
住
の
満
70
歳
以
上（
昭

和
16
年
以
前
生
ま
れ
）
の
高

齢
者
の
み
の
世
帯

※
正
月
に
家
族
や
親
戚
等
と
過

ご
さ
れ
る
世
帯
は
除
く
。
１

世
帯
に
１
食
限
定

利
用
料　

１
食
２
，０
０
０
円

（
４
，２
０
０
円
相
当
の
お
せ
ち
）。

配
食
時
に
徴
収

申
込
期
限　

12
月
12
日
（
月
）

配
食
日　

12
月
31
日
（
土
）

■問
・
■申
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
８

８-

３
２
９
４
）

講
座
・
教
室

離
乳
食
教
室

　

お
子
さ
ん
に
合
わ
せ
た
離
乳

食
を
楽
し
く
作
り
ま
せ
ん
か
？

対
象　

町
内
在
住
の
５
～
７
か

月
児
の
保
護
者

定
員　

15
名

日
時　

12
月
14
日
（
水
）
午
前

10
時
～
正
午
※
プ
レ
イ
ル
ー
ム

あ
り

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

調
理
実
習
・
試
食
・
離

乳
食
の
進
め
方

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

申
込
期
限　

12
月
７
日
（
水
）

■問
・
■申
健
康
長
寿
課
（
☎
８
８-

６
６
３
６
）

大
切
な
人
命
を
救
う
た
め
に

普
通
救
命
講
習

　

宇
治
田
原
分
署
で
は
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

を
用
い
た
救
急
蘇
生
法
の
講
習

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
目
の
前

で
家
族
が
倒
れ
た
ら
、
あ
な
た

は
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

　

居
合
わ
せ
た
人
が
応
急
手
当

を
行
え
た
ら
命
を
救
え
る
可
能

性
が
高
ま
り
ま
す
。
も
し
も
の

た
め
に
ぜ
ひ
受
講
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
10
日
（
土
）
午
前

９
時
～
正
午

場
所　

宇
治
田
原
分
署

申
込
み　

前
日
ま
で
に
、
窓
口

ま
た
は
電
話
で
申
込
み

　

一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
技
術
を

習
得
し
た
方
に
は
修
了
証
を
発

行■問
・
■申
宇
治
田
原
分
署
（
☎
８

８-

５
５
０
０
）

モニター
通　信

　
「
宇
治
田
原
で
子
育
て
！
」

広
報
モ
ニ
タ
ー（
荒
木
）　

柘
植　
　

彩
さ
ん

娘
は
２
歳
５
か
月
、
お
し
ゃ

べ
り
が
始
ま
り
、
な
か
な

か
面
白
い
こ
と
を
言
う
。
リ
ー

ン
リ
ー
ン
と
虫
の
声
が
聞
こ
え

る
と
、「
だ
ん
ご
む
し
の
声
、

き
れ
い
や
ね
え
」と
し
み
じ
み
。

夜
空
に
浮
か
ぶ
月
に
「
お
月
様

〜
」
と
呼
び
か
け
、
玄
関
の
前

に
い
る
カ
マ
キ
リ
に
、「
お
や

す
み
」
と
声
を
か
け
る
。
宇
治

田
原
の
ま
ち
の
中
に
は
、
子
ど

も
が
話
し
か
け
る
モ
ノ
が
あ
ふ

れ
て
い
る
。

　

宇
治
田
原
に
住
ん
で
８
年
目
。

娘
が
生
ま
れ
て
か
ら
の
２
年
あ

ま
り
、
こ
の
ま
ち
の
温
か
さ
を

改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
多
い
。

子
ど
も
連
れ
で
歩
い
て
い
る
と
、

ご
近
所
の
方
が
声
を
掛
け
て
く

れ
る
。「
か
わ
い
い
ね
え
」「
い

つ
も
元
気
や
ね
え
」
と
い
っ
た

一
言
が
、心
強
い
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
な
る
。
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
講
座
を
き
っ
か
け
に
、

子
育
て
を
助
け
合
え
る
仲
間
と

出
会
う
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も

の
お
か
げ
で
、
私
の
世
界
は
ど

ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に

も
思
え
る
。

　

３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
の
直
後
、「
私
た
ち
も
何
か

し
な
く
て
は
」
と
子
育
て
仲
間
が

声
を
掛
け
あ
い
、「
マ
マ
’s
ア
ク

シ
ョ
ン
」
と
い
う
震
災
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
。

手
探
り
で
始
め
た
活
動
だ
っ
た

が
、
多
才
で
パ
ワ
フ
ル
な
子
育

て
マ
マ
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
や
お

手
玉
を
作
っ
て
贈
る
活
動
な
ど

を
展
開
し
て
い
る
。
活
動
拠
点
は

立
川
に
あ
る
古
民
家
の
「
み
ん

な
の
家
」。
活
動
を
担
う
の
は

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
達
だ
。

多
く
が
子
連
れ
で
集
ま
る
が
、

子
ど
も
達
は
大
好
き
な
家
の
中

で
自
由
に
遊
べ
る
の
で
安
心
だ
。

　

子
ど
も
を
育
て
る
の
は
人
生

の
大
仕
事
。
子
育
て
の
お
か
げ

で
出
会
い
が
あ
り
、
そ
の
出
会

い
が
、
今
の
「
私
」
を
支
え
て

く
れ
て
い
る
。
宇
治
田
原
で
子

育
て
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
！

と
声
を
大
に
し
て
言
い
た
い
。

田原・宇治田原小
　古老柿づくり体験

　田原・宇治田原小学校
では、町内の生産農家の
協力を得ながら、町特産
品の古老柿づくりが行われ
ています。

　田原小学校の３年生は、柿取り作業から体験。収穫用の竹竿
を数人一組で協力して操り、高いところになった「鶴の子柿」を
収穫しました。
　収穫した柿は一つひとつ手作業で皮がむかれ、校内に建てら
れた柿屋に並べられました。

Ujitarawa  Town  Topics 

まちかど ほっとナウ

省エネレシピに挑戦
子ども料理教室

　小学生を対象にした体
験型の料理教室が維孝館
中学校で開かれました。
　講師は、教育委員会の
「まちの名人」にも登録さ

れている上辻容子さん。参加した20名の子ども達は「省エネで
おいしくたべる調理術」を楽しく実習。手でこねたり、すり鉢ですっ
たりするような、低学年の子どもでも楽しめるよう考えられた３
品のメニューに挑戦しました。
　参加者からは「お母さんにお土産に持って帰る」、「レシピを下
さい」など大変好評でした。

11　／　4

豆腐ハンバーグ
材料　５～６個分

・鶏ひき肉　　…220g
・豆腐（木綿）　…1/2丁
・玉ねぎ　　　…小１個
・塩　　　　　…少々

作り方
①玉ねぎはみじん切り、豆腐はキッチンペーパーで包

み軽く押す。
②玉ねぎを炒め、ボウルに玉ねぎ、ミンチ、豆腐、塩

を入れ手でこね丸める。
③フライパンで両面を色よく焼き、電子レンジ（500Ｗ）

で２～３分加熱する。

ポイ
　ント

・フライパンで焼いた後、中まで早く火を通すため電子レンジを使う（省エネ）
・鶏肉は半分、つなぎの食パン・卵を使わないのでカロリーも半分

里いもおはぎ
材料　５㎝位大10個分

・里いも　　　…５個
・米　　　　　…1/2カップ
・きな粉･砂糖　…適量

作り方
①米をとぎ、里いもの皮をむいて小さく切る。
②鍋にたっぷりの水を入れ、①を入れ、里いもがやわら

かくなるまで煮る。
③ざるにあげ、水気をきり、すり鉢ですり混ぜる。
④丸めてきな粉をまぶす。

ポイ
　ント

・米と里いもを同時にひとつの鍋で煮る（省エネ）
・食物繊維たっぷりの里いもは栄養面でも優れている

12月15日～31日は

年末火災防止運動
年末は家庭や職場で火を使う機会が多く、
忙しさで注意力が低下し、火災が起こりや
すい時期です。くれぐれもご注意ください。

①使い始める前には点検を
②近くに紙や衣類、カーテンなど燃えや
すい物を近づけない
③近くでヘアスプレーなど引火の危険が
あるものは使わない
④上で洗濯物を干さない
⑤石油ストーブには灯油以外のものを給
油しない
⑥給油時は必ず火を消し、あふれ出ない
ように注意。その場を絶対に離れない
⑦外出する時や寝る時には、必ず火が消
えていることを確認

ストーブからの火災を防ぐために

提
出
。
作
品
の
返
却
不
可

■問
・
■申
町
商
工
会
（
☎
８
８-

４

１
８
０
）



（ 11 ）広報うじたわら　Ｎo.522　平成23年（2011）12月号
　

今
年
の
漢
字

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

早
い
も
の
で
今
年
も
、
あ
と

ひ
と
月
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
に
と
っ
て
今
年
は
、
ど
ん
な

年
に
な
り
ま
し
た
か
。

　

12
月
12
日
に「
今
年
の
漢
字
」

が
発
表
さ
れ
ま
す
。
毎
年
、
そ
の

一
年
の
世
相
を
表
す
「
漢
字
」
と

し
て
全
国
公
募
さ
れ
、
一
番
票

が
多
か
っ
た
字
が
選
ば
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
猛
暑
や
熱
中
症
の

年
で
「
暑
」、
一
昨
年
は
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

た
り
新
政
権
誕
生
な
ど
で「
新
」、

ま
た
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
の
年

は
「
戦
」、
毒
入
り
カ
レ
ー
事
件

の
年
は
「
毒
」、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
年
は
「
震
」、
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

　

今
年
を
振
り
返
る
と
、
何
と

い
っ
て
も
一
番
は
、
東
日
本
大

震
災
で
し
ょ
う
。
ほ
か
に
は
、

台
風
12
号
や
15
号
に
よ
る
集
中

豪
雨
被
害
。
テ
レ
ビ
の
ア
ナ
ロ

グ
か
ら
地
デ
ジ
へ
の
切
り
替
え
。

明
る
い
と
こ
ろ
で
は
、
な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
の
Ｗ
杯
優
勝
。
世

界
的
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
や
リ
ビ

ア
に
お
け
る
反
政
府
暴
動
。
ま

た
、
津
波
や
災
害
か
ら
再
認
識

し
た
、
人
と
人
と
の
「
絆
」
の

大
切
さ
。

　

一
方
、福
島
第
一
原
発
問
題
は
、

原
発
と
電
力
の
あ
り
方
を
世
界

中
に
問
い
か
け
ま
し
た
。
原
発

（128）茶
さ

論
ろ ん

停
止
に
よ
る
節
電
対
策
や
ク
ー

ル
ビ
ズ
へ
の
国
民
的
な
取
り
組

み
と
も
な
っ
た
こ
と
か
ら
原
発

の
「
原
」
も
有
力
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
さ
て
皆
さ
ん
は
、

ど
ん
な
漢
字
を
選
ば
れ
ま
す
か
。

　

今
年
は
、
安
心
・
安
全
を
は

じ
め
、
経
済
や
雇
用
、
政
治
か

ら
国
民
生
活
ま
で
不
安
感
が
広

が
る
年
に
な
り
ま
し
た
。
来
年

こ
そ
は
良
い
出
来
事
が
多
く
て

明
る
い
年
が
迎
え
ら
れ
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

日
毎
に
寒
気
が
ま
し
て
き
ま

す
。
皆
さ
ん
お
体
に
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。
少
し
早
い
で
す
が
、

今
年
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
ど
う
か
、
ご
家
族
お
揃

い
で
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え

く
だ
さ
い
。

（
宇
治
田
原
町
長

　
　
　
　
　

 

奥
田　

光
治
）

第３回 人権のつどい　人権の大切さについて、今一度みんなで考えてみませんか
日 時　12月４日日　午後１時30分～４時　場 所　総合文化センター

《さざんかホール》
●式　　典　　●人権標語入選者表彰
●人権啓発講演会
　「For You ～あなたのために、家族のために、地域のために～」

講師　廣中　邦充さん　

　「平成の駆け込み寺」として、家出・不登校・ひきこもり・
いじめ・自傷行為などの問題を抱える思春期の子ども達を無償
で預かり、子どもの自立と社会復帰を支援する熱血和尚。子ど
もの心の痛み・叫びに真正面から向き合い、数々の子どもを救
う。住職が語る実践的教育論に、各方面から注目が集まる。

《研修室１》
●人権問題相談　午後１時～４時
《２階ギャラリー》
●人権啓発パネル展･人権ポスター･標語展　〔11月30日水～12月５日月〕

■問総務課（☎88－2250・FAX88－3231）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
23
年

秋
の
叙
勲

　

瑞
宝
双
光
章

　
　
　

地
方
自
治
功
労　

垣　

内　

延　

介
さ
ん

　

瑞
宝
双
光
章

　
　
　

教
育
功
労　

松　

田　

キ
ヨ
子
さ
ん

㈳
全
国
体
育
指
導
委
員
連
合
30
年
勤
続
体
育
指
導
委
員
表
彰

　
　
　

松　

本　

和
三
郎
さ
ん

食
品
衛
生
優
良
施
設
京
都
府
知
事
表
彰

　
　
　

魚
定
ぶ
ん
て
ん
（
＝
営
業
者
・
福
田　

正
さ
ん

）

食
品
衛
生
功
労
者
京
都
府
食
品
衛
生
協
会
会
長
表
彰

　
　
　

馬　

場　
　
　

哉
さ
ん

京
都
府
交
通
対
策
協
議
会
交
通
安
全
功
労
等
表
彰
（
団
体
）

　
　
　

郷
之
口
区
（
＝
区
長
・
潮
見　

博
司
さ
ん

）

緑
茶
発
祥
の
ま
ち
か
ら
多
数
受
賞

　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
度
全
国
茶
品
評
会･

関
西
茶
品
評
会

　

第
65
回
全
国
茶
品
評
会
と
第

64
回
関
西
茶
品
評
会
の
褒
賞
受

賞
式
が
、
そ
れ
ぞ
れ
11
月
12
日

に
鹿
児
島
県
霧
島
市
、
11
月
19

日
に
愛
知
県
西
尾
市
で
開
催
。

　

出
品
者
を
は
じ
め
茶
摘
み
さ

ん
リ
ー
ダ
ー
や
多
数
の
関
係
者

の
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、

多
く
の
上
位
入
賞
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
（
敬

称
略
）。

か
ぶ
せ
茶
の
部

三
等　

下
岡
清
富

■問
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６
６

３
８
）

か
ぶ
せ
茶
の
部

二
等　

下
岡
清
富

三
等　

森
口
半
一
、
奥
谷
輝
夫

　
　
　

安
井
徳
昭

第
64
回
関
西
茶
品
評
会

玉
露
の
部

三
等　

西
出　

勇

第
65
回
全
国
茶
品
評
会

入 場
無 料

「
中
央
公
民
館
あ
り
方

検
討
委
員
会
」
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　
「
中
央
公
民
館
」
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
次
の

と
お
り
検
討
委
員
会
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

対
象　

町
内
在
住
の
18
歳
以
上

の
方

募
集
人
数　

２
名
以
内
（
応
募

多
数
の
場
合
は
選
考
。
選
考
結

果
は
郵
送
で
通
知
）

募
集
締
切　

12
月
15
日
（
木
）

応
募
方
法　

①
住
所
②
氏
名
③

年
齢
④
電
話
番
号
⑤
職
業
⑥
志

望
動
機
（
２
０
０
字
程
度
）
を

記
入
（
様
式
不
問
）
の
う
え
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
、
Ｅ
メ
ー

ル
、
持
参
で
応
募

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

くとうてん

　あっという間に、また年末
がやってきました。今年も時間
に追われた年となりました。い
つかは時間を追えるようになり
たいものです。
　今年１月に生まれた娘の成
長も日々実感できるぐらいに早
く、その成長の速さは少しうら
やましく感じます。最近、「パパ」
らしき単語を発するようになり
ました。向けられた先は、水
道の蛇口…。

　皆様、よいお年をお迎えくだ
さい。

（Ｋ）

元気のヒケツ。

わが家のアイドル。
わが家のアイドルに掲載する乳幼児を募集中。
「写真」と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25字以内）
を総務課広報までお送りください。

永谷ひなたちゃん　（4歳11か月）
　　ひよりちゃん　（2歳5か月）
ひなた！妹に負けるな！！（パパ・ママより）

■投稿先　総務課広報（☎88－6631）　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.kyoto.jp

（左）前田　豪
ごう

ちゃん　
（3歳3か月）

（右）　　　颯
そう

ちゃん

「また野球の練習しよな。」
仁兄ちゃんより☆

中森ヒサヱさん
　　（80歳）

の元気の秘訣は…

友達とワイワイがやがや、
おしゃべりすること。

　元気のヒケツに登場する、80歳以上の方を募
集しています。「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年
齢」、「元気の秘訣（25文字程度）」、「電話番号」
を添えて総務課広報まで、郵便またはＥメールで
お送りください。ご希望があれば、広報担当者が
写真撮影に伺います。

80歳以上の方のご応募待ってます
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来年の笑顔につながることを願って

笑顔で振り返る この１年

　

今
年
は
東
日
本
大
震
災
を
は

じ
め
、災
害
の
多
い
年
で
し
た
。

混
乱
す
る
被
災
地
で
被
災
者
が

見
せ
た
秩
序
あ
る
振
る
舞
い
や

忍
耐
強
さ
。
消
防
士
や
自
衛
隊

員
の
命
が
け
の
救
助
活
動
。
そ

し
て
日
本
各
地
、
世
界
各
国
か

ら
の
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
「
日
本
人
の
誇
り
」
と

「
絆
」が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
ま
し
た
。

　

宇
治
田
原
か
ら
も
、
少
し
で

も
被
災
地
の
力
に
な
り
た
い

と
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
支

援
の
輪
が
広
が
り
、
多
く
の
催

し
で
被
災
地
へ
の
エ
ー
ル
や
元

気
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
こ
の
１
年
。
街
角
に

弾
け
た
皆
さ
ん
の
笑
顔
で
振
り

返
っ
て
み
ま
し
た
。

　

こ
の
今
年
最
後
の
ペ
ー
ジ
が
、

読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
の
笑
顔

に
、
そ
し
て
来
年
の
笑
顔
に
つ

な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
。

冬１ 春１

春５

春４

春３

春
２

秋１

秋２

秋３

夏２

夏４
夏３ 夏１

冬３

▲ 春 と 冬（上段）

春１）園児達の初めての豆むき　春２）緑茶は大人の味でした（茶香服体験）　春３）中学新１年生の休日は田原川で魚
取り　春４）初めての教室（田原小入学式後）　春５）あかね襷

だすき

に姉さん被り　夏１）夏が来たぞー　夏２）ＢＢ快挙、
全京都で準Ｖ　夏３）刈り取った稲で暑さ凌

しの

ぎ（都市との交流事業・稲刈り体験）　夏４）対戦相手は話相手　夏５）湯
屋谷支部、流してきた汗も綴喜で一番　秋１）担ぎ手の力の源　秋２）おばあちゃん、あやとりじょうずだね（町立保
育所・老人クラブ交流）　秋３）力競技も私達に任せて　冬１）すべり台きれいになったよ（健康・交流ひろば IN 岩山）
冬２）輪投げって意外と難しいのね（ふれあいサロン交流会）　冬３）みんな一緒に、そ～ら、よいっしょ

▼ 夏 と 秋（下段）

広報うじたわら　平成23年12月号（ 12 ）

夏５

冬２


